   児童虐待問題の苦難と現状  

      98年度まとめ 児童虐待増加の一途

     全国の児童相談所が一九九八年度に扱った父母らによる子どもへの虐待に関する相
      談件数は計六千九百三十二件で、前年度より約三割増え、過去最高を更新したことが
      一日、厚生省のまとめで分かった。九○年度の六・三倍にも上り、虐待は増加の一途
      だ。「虐待は家庭という密室の中で行われ、実際の虐待数を把握するのは難しい」（厚
      生省）としており、数値はあくまで“氷山の一角”。実態の正確な把握と虐待防止対
      策を求める声が一層、強まりそうだ。
      　調査結果によると、母親が小学生未満の子どもを虐待するケースが多く、子どもの
      首を絞める、おぼれさせるなど命に危険を及ぼしたり、打撲傷や内出血など外傷の残
      る「身体的暴行」が三千六百七十三件で、全体の五三・○％を占めた。
      　子どもを栄養不良のまま放置したり、満足に着替えもさせず極端に不潔な状態のま
      まにしておくなどの「親の怠慢や拒否」による虐待が二千百九件（三○・四％）。
      「おまえなど生まれてこなければよかった」といった子どもの人格を否定するような
      言葉で、心理的な外傷を与える「心理的虐待」が六百五十件（九・四％）だった。
      　虐待相談の結果、児童養護施設や乳児院などに入所する措置が取られたのは二○・
      一％。六九・六％は親への面接指導にとどまっている。虐待があまりに深刻なため、
      児童相談所が家庭裁判所に親権放棄を請求したのは九件と前年度（三件）に比べ増加
      した。                                      1999年11月02日 下野新聞記事

      子どもの虐待防止研究会とちぎ大会開幕

        子どもの虐待防止に携わる専門家、研究者ら約二千人が一堂に会した「日本子ども
      の虐待防止研究会第五回学術集会・栃木大会」が十九日、宇都宮市の県総合文化セン
      ターで開幕した。総会では、児童虐待防止法の議員立法化の動きを受け、同研究会と
      して初めて宣言を採択。「子どもの虐待防止宇都宮宣言」として、国に虐待防止のた
      めの法整備と関係機関の充実を求めた。また初日は「子どもの権利条約」から見た虐
      待問題や厚生省の児童虐待に対する取り組みについての講演やシンポジウムなどが行
      われた。
      　宣言は「現在の緊急課題は、子どもの虐待防止にかかわる法的整備と関連機関の充
      実にある」と、国に虐待防止の法整備を求めている。
      　同研究会では一九九六年、児童福祉法改正に当たり虐待防止の要望を出したが、認
      められなかった経緯がある。その後も死亡例を含めて虐待が急増しているため、児童
      虐待防止法の議員立法化の動きを推し進めようと、初めて宣言を採択することにし
      た。
      　同研究会の小林登会長は、宣言について「これを機に法整備が大幅に前進してもら
      いたい。その際には、研究団体や被害者である子ども、親の意見を聞いて間違いなく
      やってほしい」と述べた。
      　同集会はこれまで、主に虐待の早期発見策を検討してきたが、課題が達成されつつ
      あるため今大会では次の段階の取り組みとして具体的な重点テーマを設定。（１）虐
      待を受けた子どもたちへの援助（２）性的虐待への理解と対応（３）虐待援助におけ
      る警察との連携－について、方策を探る。
      　初日の大会では、実行委員長を務める桃井真里子・栃木県小児虐待防止ネットワー
      ク会長が「多くの参加があり、皆さんの熱意と虐待問題の大きさを実感している」と
      あいさつ。
      　この後、三会場でシンポジウムなどが行われ（１）虐待の早期発見（２）虐待の影
      響（３）児童養護施設での心理ケアについて事例発表、意見交換が行われた。
      　最終日の二十日は研修、研究プログラムのほか午後一時から同センターで、一般向
      けの公開フォーラム「子どもをたたきたくなる時」が開かれる。
      　 ◆宇都宮宣言全文
      　日本子どもの虐待防止研究会は、一九九六年十月三十一日厚生省に児童福祉法改正
      に当たり児童虐待防止に関する要望をしたが、認められないまま、その後事態は極め
      て深刻化し、子どもの虐待は死亡例を含めて急速に増加している。
      　現在の緊急課題は、子どもの虐待防止に関わる法的整備と関連機関の充実にある。
      国会及び政府は、子どもの権利条約を遵守し、子どもの虐待防止のための制度の確立
      と実施について、本研究会等の市民団体及び関係諸機関や子どもを含む市民の意見を
      徴し、法制化については国民的合意を得るばかりでなく、児童相談所や児童福祉施設
      などの福祉機関や、保健医療の充実を図らなければならない。また、あわせて虐待に
      苦しむ子どもの救済と家族への支援に関する積極的な手立てを速やかに行うべきであ
      る。                                        1999年11月20日 下野新聞記事
      虐待防止フォーラムに１３００人  宇都宮

      「児童虐待を予防するには親の心を理解することが必要」―。日本子どもの虐待防
      止研究会第五回学術集会・栃木大会は最終日の二十日、宇都宮市の県総合文化センタ
      ーで一般向けの児童虐待防止・子育て支援フォーラム「子どもをたたきたくなる時」
      （栃木県小児虐待防止ネットワーク主催）が開かれ、集会の参加者や市民ら約千三百
      人が虐待する現代の親の苦悩について理解を深めた。大会は同日、同センターなど七
      会場で二十八の研究、教育プログラムや事例発表などを行い、閉幕した。
      　フォーラムは、同ネットワーク前会長の柳沢正義・東京大学医学部小児科教授を司
      会に、東京・子どもの虐待防止センター電話相談員の広岡智子さん、慶応義塾大学医
      学部小児科専任講師で小児精神科医の渡辺久子さんが、それぞれ育児をする親の悩み
      や解決法について講演した。
      　一方、大会最終日の日程のうち、重点研究プログラム「子ども虐待の対応における
      警察との連携を考える」では、東京都武蔵野市家庭児童相談員の田中島晁子さん、県
      警少年課長の大島宏一さんらがこれまでの取り組みを発表。参加者から「警察として
      虐待について対応マニュアルを作ってほしい」「実際に虐待に対処する際の警察の立
      つ位置について議論が必要」などの意見が出された。
      　また東京都の家族機能研究所の斎藤学さんが企画した重点専門プログラム「虐待の
      記憶」では、実父から性的虐待を受けた女性二人が聴衆の前で自らの体験を語り、性
      的虐待への理解と被害者への支援を訴えた。    1999年11月22日 下野新聞記事
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      虐待問題のこれから         

今月十日衆院青少年問題特別委員会が虐待の通報や相談を二十四時間受け付ける窓口、また法律の充実を求める国会決議案を全会一致で可決した。その内容として、通告義務の啓発・児童相談所、養護施設、専門職員などの整備、改善・それと立ち入り調査を行う際の警察の積極的な協力とある。石田委員長が同日大島理森議運委員長に面会し、本会議でも決議するよう求める。自民党内の抵抗が強く実現は難しい情勢だが、委員らは「委員会でも国会決議に変わりはなく、議員立法へ向けた第一歩だ」との一定の評価。

家庭内の問題から社会問題へと深刻化しつつある児童虐待。この後どの様な方向へ動いて行くのだろう。私は加害者となる親の非人間性をあれこれと考察するより、被害者となる、将来を抱えた子ども達を助けるための方策が何よりもまず必要で、大切だと思う。近年虐待において死亡に至った児童の数は急激に増加して来ている。「宇都宮宣言」が訴えたように、児童を保護する機関、法律などの、子の親以外の何らかの力が現実的に必要な現状にあると思う。

今社会には自らの欲だけを考え、自分さえよければ人の人権はどうでもいいといった人間性をひどく逸した根から派生した様々な問題がある。児童虐待では、子どもの将来を築くに当たる土台となるはずの親が、自分の不満などから逆に弱者である子を傷つけ、その将来さえ奪おうとしている。

「児童虐待は家庭内のしつけとは明確に異なり、親権によって正当化されるものではない」と今回の衆院決議は示し、国会は児童福祉法の改正など法整備を早急に行うよう最大限努力するとの姿勢。遣る瀬無い思いが募る中、社会的な取り組みへ一歩一歩進み始めているわけであるから、少しでも早く、より良い方向に改善がなされるよう何よりも望みたい。
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